
　さらには、安倍総理と加計理事長の友人関係に

端を発する加計問題や、財務局職員の自殺者ま

で出しながら、引責することなく麻生財務大臣が留

任した森友文書改ざん問題についても、依然とし

て、国民の疑念が解消されるには程遠い状況で

す。

　それにとどまらず、片山地方創生担当大臣の国

税庁への口利き・金銭授受疑惑、工藤国土交通

大臣政務官の政治資金収支報告書への収支不

記載疑惑が発覚するなど、安倍政権の嘘とごまか

しによる隠蔽体質や、政治家が責任をとらない無

責任体質を象徴するような不祥事や対応には枚

挙に暇がありません。

　来年4月には統一地方選挙、夏には参議院選挙

が予定されていますが、安倍政権に終止符を打

ち、こうした政治の歪みを修正し、場当たり的な政

策を正しい方向に軌道修

正し、個人や企業の努力

が正当に報われる公平公

正な社会を実現していく

ためにも、国会での徹底

審議と解決策の提案・実

行に全力を尽くしてまいり

ます。
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　本日（10月24日）、12月10日までの48日間を会期と

する第197回臨時国会が開会されました。

 国会開会に伴い、私は引き続き、所属会派の国

会対策委員長を務めることになったのに加え、国

土交通委員会の筆頭理事を拝命いたしました。

　昨年来、山形県でも豪雪被害や台風などの豪

雨被害が相次いでいますが、一刻も早い災害復

旧や、国民の命を守り、利便性の向上を図るため

のインフラ整備の推進に向けて、今まで以上に汗

を流してまいります。

　臨時国会では、外国人労働者の受け入れが目

的と言いながらも、なし崩し的に「移民政策」へ陥り

かねない入管法改正案の他、日EU・EPAの承認

案と関連法案、漁業権見直しを含む漁業法改正

案など、国民生活に重大な影響を及ぼす様々な

法案が提出され、議論される見通しです。

　また、国会議員定数削減という約束を反故にし

たまま、安倍総理が正式表明した消費税の１０％

への引き上げや、政府が「FTAではない」と強弁す

る日米物品貿易協定（TAG）、総理が前のめりにな

る憲法改正、想定外に膨らむオリンピック関係予

算、行政機関での障がい者雇用水増しなど、会期

がわずか48日間しかない中で、議論すべき課題は

山積しています。

安倍政権に対峙し、解決策の提案・実行を

つばさの会 「TAG（日米物品貿易協定）」緊急勉強会
　日米首脳会談で突如として、交渉入りが合意されたＴＡＧ（日

米物品貿易協定)をテーマに、第3回「これからの地方の使命を

考えるフォーラム(つばさの会)」を10月11日に開催しました。

　日米が合意した正文(英語)では、物品のみならずサービス等

も対象として含まれており、政府が一貫して否定してきたＦＴＡ

（自由貿易協定）と何ら変わらないことや、様々な問題点等につ

いて説明し、活発な意見交換を行うことができました。

　平日夕刻のお忙しい中、多数のご出席をいただき、ありがとう

ございました。臨時国会で、しっかりと日本の国益や、地域への

影響を考えて外交交渉が行われるよう追及してまいります。

政府がねつ造した呼称
⇒実態はＦＴＡ


